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一般会計　６１億５,３６１万７千円

特別会計　１８億３,９９２万７千円

企業会計　　８億７,７５０万８千円　

◆新年度予算の内訳◆

解説員：いずみ崎子さん

特　集

当
初
予
算

平
成
26
年
度

泉
崎
村

平
成
26
年
度
の
新
し
い
村
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
自
主
的
財
政
再
建
の
た

め
に
借
り
入
れ
た
福
島
県
市
町
村
振
興
基
金
38
億

５
千
万
円
の
す
べ
て
を
完
済
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
年
度
に
お
い
て
も
正
し
い
財
政
規
律
を
念
頭
に
、

よ
り
健
全
な
自
治
財
政
の
確
立
を
目
指
し
て
、
当

初
予
算
の
策
定
が
す
す
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
の
予
算
概
要
は
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
た
行
政
運
営
を
す
す
め
る
た
め
、
財

政
支
出
の
抑
制
を
図
る
一
方
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
す
。
ハ
ー
ド
事
業
に
お
い
て

は
、
風
評
被
害
の
払
拭
を
目
的
と
し
て
村
内
に
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
や
、
早
期
設
置
が
求
め
ら

れ
て
き
た
泉
崎
駅
の
東
口
、
ま
た
役
場
新
庁
舎
建

設
に
向
け
た
、
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
に
関
す
る

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面

で
は
、
従
来
の
各
種
事
業
に
加
え
、
子
育
て
支
援

を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

土
曜
ス
ク
ー
ル
事
業
や
保
育
料
無
料
化
の
充
実
ほ

か
、
図
書
館
運
営
経
費
な
ど
教
育
環
境
の
向
上
に

関
す
る
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

も
幅
広
い
世
代
の
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
各
種

事
業
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
総
額
は
、
61
億

５，

３
６
１
万
７
千
円
（
前
年

度
対
比
24
・
６
％
減
）
で
、
す

べ
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
総
予

算
額
は
、
88
億
７，

１
０
５
万

２
千
円
（
前
年
度
対
比
15
・
３

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計

一
般
会
計
は
、
対
前
年
度
比

20
億
５
３
８
万
３
千
円
（
24
・

６
％
）
の
大
幅
な
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

伴
う
除
染
対
策
費
が
28
億
９，

３
４
５
万
９
千
円
と
な
り
、
対

前
年
度
比
20
億
１，

１
０
５
万

円
（
41
％
）
の
減
と
な
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
に
つ

い
て
は
、
自
主
的
財
政
再
建
の

た
め
に
借
り
入
れ
た
福
島
県
市

町
村
振
興
基
金
を
完
済
し
た
た

め
、
３
億
５，

８
８
５
万
円
（

対
年
度
対
比
45
・
５
％
減
）
と

な
り
ま
し
た
。

昨年の当初予算
（一般会計予算）
は、81億5,900万
円でした。

村
の
財
政
規
模

＝
村
民
本
位
の
政
策

「
み
ん
な
で
創
ろ
う
い
ず
み
ざ
き
」
＝

予
算

一般会計・特別会計・企業会計の予算額　　　　　　
一般会計

特別会計　

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ７億８,１３７万７千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ４,２３４万７千円

介 護 保 険 特 別 会 計 ４億４,５８７万５千円

農業集落排水事業特別会計 ２億１,１９４万０千円

流通業施設用地造成事業特別会計 ３億５,８００万０千円

企業会計

水 道 事 業 会 計 ２億６,０９４万３千円

工 業 用 地 造 成 事 業 会 計 ３億８,４０７万４千円

住 宅 用 地 造 成 事 業 会 計 ２億３,２４９万１千円

総　　　計

６１億５,３６１万７千円

１８億３,９９２万７千円

８億７,７５０万８千円

８８億７,１０５万２千円

介護老人保健施設特別会計 ３８万８千円

総　額　８８億７,１０５万２千円
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新
年
度
予
算
の
中
身

３
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
第
１
回
泉
崎
村
議
会
定

例
会
で
議
決
を
得
た
新
年
度
当
初
予
算
は
、
村
の
舵
取
り

予
算
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
た
め
に
使
わ
れ
る
大
切
な
予
算

で
す
。
こ
の
中
で
も
中
心
と
な
る
の
が
「
一
般
会
計
予
算
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
皆
さ
ま
か

ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な
税
金
の
ほ
か
、
国
や
県
に
よ
る

支
出
金
や
交
付
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
歳
入
・
歳
出
予

算
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
度
も
大
型
予
算
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平成26年度の主な取り組み［重点事業紹介］千円以下切り捨て

除染対策事業
［２８億９,０４６万円］

107の事業所等の除染費25億4,200万円やモニタリン

グ業務費2,568万円などを計上。

パークゴルフ施設用地整備事業
[２,８２０万円］
風評被害の払拭と高齢者等の健康増進、また、宿泊

等施設利用者の増加を図るための整備予算。

村道改修事業等
［６,１５９万円］
新田・矢吹線、富内・下原線復旧工事に5,000万円

この他村道の側溝や暗渠改修工事、排水路工事など

に関する経費を計上。

防犯灯ＬＥＤ電灯交換事業　
［６００万円］
防犯灯について、灯具をＬＥＤ電灯に交換する。

健康づくり事業等
［２億２,９０６万円］
人間ドックや、各種予防接種、検診事業が主な内容。

この他、昨年に続きホールボディカウンタ運営費や線

量計等緊急整備事業も実施。高齢者や障がい者の自立

支援に向けた事業などの予算。

子育て世帯臨時特例給付金交付事業　
［３,８０２万円］
消費税率の引き上げに際し、子育て世帯への影響を

緩和する観点から、臨時的な給付を行うもの。

児童運動広場整備事業
［３,６８６万円］
さつき公園内に児童運動広場を整備する。

雇用の創出事業
［１,１２２万円］
役場が震災業務や放射能対策に係る事務補助を行う

ための臨時職員を雇い入れることで雇用を創出。

再生可能エネルギー導入事業
［３,４００万円］
防災拠点に再生可能エネルギー等を活用した設備を

導入し、地球温暖化対策の促進を図る。

住宅・工業用地販売事業
［１２億４,６２０万円］
住宅用地の販売目標　天王台5,176.6㎡(13区画) 都橋

270.57㎡(１区画）工業団地の販売目標面積24,000㎡。

これら販売促進に伴う各種事業を展開する。

基礎学力向上推進事業
［１,３２７万円］
高校受験対策として、中学3年生を対象とした学習会

と小中学生を対象とした土曜スクールを開設する。

教育環境整備事業
［１,９３７万円］
小中学校にエアコンを設置する経費、様式トイレを

設置するための設計を行う経費。

特別非常勤講師配置事業
［４８３万円］
各学校の児童・生徒一人一人に応じたきめ細やかな

事業を行うため、数学において補充学習を実施する。

図書整備事業　
［１,０００万円］
蔵書管理設備の購入、継続的に図書館の蔵書を充実

させる。

安心・安全な環境への再生

住みよい生活環境づくり

誰もが健康で活力ある日々を送るために

地域の子育てを応援する

継続的に地元への雇用の場を提供

各種施設等の維持管理

人々が住まう、商う元気な村を目指して

子ども達の教育環境の充実
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皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

福島大学行政政策学類考古学研究室
が原山古墳群測量調査を実施

力士像が出土した原山古墳　[5 世紀末～ 6 世紀初め]
所在地/太田川字原山　http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/kodai/

発掘調査の結果、推定全長 22m、後円部径 12.5m の
小型の前方後円墳で、東半分はすでに壊されているこ
とが分かりました。県南地方にこの時代、原山以上の
古墳が知られていないことから、この地方を治めた人
物の墓と考えられます。

墳輪の大部分は円筒埴輪または朝顔形円筒埴輪です
が、後円部の先端とくびれ部(後円部と前方部が接す
る場所)からは人物埴輪、動物埴輪などの形象埴輪が
出土しています。後円部の先端からは楯を持つ人と力
士像が出土しました。

村
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、

村
の
文
化
財
の
保
存
や
有
効
活

用
に
つ
い
て
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

本
年
度
の
、
審
議
会
で
は
、

烏
峠
稲
荷
神
社
周
辺
の
震
災
に

よ
る
被
害
対
策
や
峠
全
体
の
保

全
な
ど
文
化
財
を
次
世
代
へ
ど

う
継
承
す
る
か
深
く
議
論
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

３
月
14
日
（金）
、
福
島
大
学
行

政
政
策
学
類
教
授
の
菊
地
芳
朗

氏
は
じ
め
同
学
類
考
古
学
研
究

室
の
学
生
10
名
が
村
の
原
山
古

墳
群
を
訪
れ
、
約
５，

０
０
０

㎡
の
測
量
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
、
同
行
し
た
村
文

化
財
保
護
審
議
委
員
の
久
保
木

寿
大
委
員
、
深
谷
節
朗
委
員
は
、

現
場
を
立
ち
会
い
、
調
査
方
法

や
過
去
の
発
掘
の
整
合
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

菊
地
教
授
の
見
解
で
は
、
少

な
く
と
も
４
〜
５
ヶ
所
に
円
墳

が
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い
状

態
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
今
回

の
測
量
を
踏
ま
え
て
更
に
詳
し

い
調
査
を
す
す
め
る
予
定
で
す
。

村文化財保護
審議会活動紹介
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誤
っ
た
焼
却
を
原
因
と
す
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域

ぐ
る
み
で
違
法
焼
却
の
防
止
や
火
災

予
防
を
心
掛
け
、
み
ん
な
で
住
み
よ

い
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

住
み
よ
い
生
活
環
境
を

住
民
・
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

季
節
が
春
め
い
て
く
る
と
、
野
外
焼
却
や

野
焼
き
が
目
立
ち
は
じ
め
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
、
人
体
へ
の
悪
影
響
も
心
配
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
廃
棄
物
処
理
法
で
一
部
の
例
外
規

定
を
除
き
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
焼
却
炉
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を

使
用
し
た
家
庭
ご
み
の
焼
却
は
、
も
ち
ろ
ん

禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
で
す
。
も
し
、
違
反

し
た
際
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
、
一
千
万
円

以
下
（
法
人
は
三
億
円
以
下
）
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
例
外
行
為
で
あ
っ
て
も
、
煙
や
臭

い
で
周
り
の
住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
は
、

行
政
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

違
法
焼
却
の
誤
っ
た
考
え
方

◆
昔
か
ら
燃
や
し
て
い
る
か
ら
。

◆
周
り
の
人
も
燃
や
し
て
い
る
か
ら
。

◆
ゴ
ミ
袋
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
。

◆
燃
や
す
量
が
少
な
い
か
ら
。

◆
誰
も
見
て
い
な
い
か
ら
。

◆
す
ぐ
に
終
わ
る
か
ら
。

◆
た
ま
に
し
か
燃
や
さ
な
い
か
ら
。

地
域
か
ら
不
法
焼
却
を
無
く
そ
う

ビ
ニ
ー
ル
類
を
除
く
焼
却
で
も

煙
は
ご
近
所
の
方
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
モ
ラ
ル
を

も
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
野
外
焼
却

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
違

法
な
野
外
焼
却
を
み
か
け
た
ら
、

住
民
・
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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村
内
美
化
の
推
進
を
目
的
に
実
施
す
る
村
内
統

一
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
今
年
も
年
３
回
実

施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
村
内
か
ら
回

収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で

ク
リ
ー
ン
な
村
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う

住
民
・
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

消
費
増
税
に
伴
う

公
共
料
金
改
定
に
つ
い
て

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
３
・
２
４
０
９

３
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
「
消
費
増
税
に
伴
う
公
共

料
金
の
改
定
」
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

第１回　４月１３日（日）
重点事項 ・道路沿線の缶、瓶、紙くず等の収集・収集所清掃

第２回　６月８日（日）
重点事項 ・道路沿線の草刈り及び缶、瓶、紙くず等の収集

・収集所清掃・道路縁石両側の草むしり

第３回　９月１４日（日）
重点事項　・道路沿線の草刈り及び缶、瓶、紙くず等の収集

・収集所清掃・道路縁石両側の草むしり

◇平成25年度クリーンアップ作戦ゴミと不法投棄ゴミ回収量

４／13 ６／８ ９／14 合計

可 燃 物 4,150kg 220kg 270kg 4,640kg

不 燃 物 3,750kg 330kg 230kg 4,310kg

H26.3末時点

可 燃 物 150kg

不 燃 物 330kg

件　　　　　　　名 課　税　対　象

泉崎村行政財産使用料条例の一部を改正す
る条例

1ヶ月以内の土地の使用料、建物の使用料

泉崎カントリーヴィレッジ・ターミナル設
置条例の一部を改正する条例

宿泊料、研修室使用料、個室利用料金

泉崎村水道事業給水条例の一部を改正する
条例

料金、加入金

泉崎村農業集落排水処理施設条例の一部を
改正する条例

使用料

泉崎村汚水処理施設条例の一部を改正する
条例

使用料

泉崎村地域開発事業の財産使用料条例の一
部を改正する条例

1ヶ月以内の土地の使用料
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泉
崎
村
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
公
表

産
業
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
３
・
２
４
３
０

《
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
経
過
》
　
　
　

・
25
年
　
プ
ラ
ン
告
知

プ
ラ
ン
策
定
着
手

検
討
会
議
設
置
要
綱
制
定

農
地
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト

第
１
回
検
討
委
員
会

・
26
年
　
地
区
別
説
明
会

農
地
集
約
意
向
調
整

検
討
委
員
会
開
催

プ
ラ
ン
完
成

村
で
は
、
国
の
「
人
・
農
地
問
題
解
決

推
進
事
業
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
「
農
地
中
間
管

理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
法
第
26

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
協
議
の
結
果

を
公
表
い
た
し
ま
す
。

◇
策
定
地
域
　
村
内
全
域

◇
閲
覧
機
関
　
４
月
１
日
(火)
〜

４
月
30
日
（水）

◇
閲
覧
場
所
　
役
場
産
業
グ
ル
ー
プ

【
制
度
の
目
的
】

担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
が
深
刻
化
す
る
中

で
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
基
本
と
な
る
人
と
農

地
の
問
題
を
一
体
的
に
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
話
し
合

い
を
基
本
と
し
て
、
５
年
後
、
10
年
後

に
誰
が
ど
の
よ
う
に
農
地
を
利
用
す
る

か
を
描
く
も
の
で
す
。

～泉崎村人・農地プラン（案）抜粋～　
「人・農地プラン」参加メリット　　

1 経営規模の拡大を予定する方
・「中心となる経営体」の方に農地の集積が安易になる。
・ 経営体育成支援事業（国庫補助事業）の対象者となる。

2 経営転換またはリタイヤする農業者の方　　　　　　　
・ 経営転換協力金
（農地中間管理機構へ自作地の貸付等条件）

0.5ヘクタール以下　 １戸あたり30万円

このプランは、①農業をリタイアするので農地を貸したい、②利用権を交換して分散した農地をまとめたい、

③新規就農するので農地を借りたいといった方々への制度です。

検討委員委員会の様子

0.5ヘクタール超2.0ヘクタール以下　
１戸あたり50万円

2.0ヘクタール超　　　　　　 １戸あたり70万円
・ 耕作者集積協力金

（農地中間管理機構へ自作地の貸付等条件）

10アールあたり２万円

※上記のほかスーパーＬ資金、農地の集積への助成
制度などがあります。
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﹇
異
動
﹈
　
北
澤
茂
総
務
課
（
参
事
兼
課
長
兼
総
務

グ
ル
ー
プ
長
兼
会
計
管
理
者
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長
）
小
林
義
則
住
民
福
祉
課
（
参
事
兼
課
長
健
康

・
福
祉
グ
ル
ー
プ
長
）
中
畑
三
代
治
事
業
課
兼
農
業

委
員
会
（
参
事
兼
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

星
雅
之
教
育
課
（
参
事
兼
課
長
兼
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
資
料
館
長
）
小

林
福
夫
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
税
務
グ
ル
ー
プ
長

兼
会
計
室
長
）
松
川
和
孝
住
民
福
祉
課
住
民
・
生
活

環
境
グ
ル
ー
プ
（
住
民
・
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
長
）

田
崎
洋
住
民
福
祉
課
除
染
対
策
グ
ル
ー
プ
（
除
染
対

策
グ
ル
ー
プ
長
）
高
原
正
俊
事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ

（
事
業
グ
ル
ー
プ
長
）
白
岩
太
一
教
育
課
生
涯
学
習

グ
ル
ー
プ
（
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
長
）
吉
田
佳
儀
事

業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
兼
地
域
開
発
事
務
局
（
産
業
グ

ル
ー
プ
長
兼
局
長
）
中
野
目
由
美
子
児
童
館（
館
長
）

箭
内
典
子
幼
稚
園
（
園
長
）
緑
川
利
昭
総
務
課
企
画

財
政
グ
ル
ー
プ
（
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
長
兼
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
次
長
）
田
崎
寿
之
議
会
事
務
局
兼
監

査
委
員
会
（
局
長
書
記
）
大
塚
隆
寿
総
務
課
税
務
グ

ル
ー
プ
（
主
幹
）
北
澤
喜
典
住
民
福
祉
課
住
民
・
生

活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
主
幹
）
三
村
弘
住
民
福
祉
課
健

康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
主
幹
）
近
藤
光
子
住
民
福
祉

課
健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
専
門
保
健
師
）
金
沢
由

美
子
住
民
福
祉
課
健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
専
門
保

健
師
）
遠
藤
貴
美
雄
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ（
主
幹
）

松
川
恵
美
子
幼
稚
園
（
教
頭
）
石
井
美
智
子
住
民
福

祉
課
除
染
対
策
グ
ル
ー
プ
（
主
任
主
査
）
根
本
武
明

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
兼
地
域
開
発
事
務
局
岡
崎
清

美
住
民
福
祉
課
除
染
対
策
グ
ル
ー
プ
（
主
任
主
査
）

中
目
正
紀
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
（
主
任
主
査
兼
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
）
穂
積
美
奈
子
総
務
課
総
務
グ

ル
ー
プ
（
主
任
主
査
）
田
崎
武
信
総
務
課
税
務
グ
ル

ー
プ
（
主
任
主
査
）
小
林
直
義
総
務
課
税
務
グ
ル
ー

プ
（
主
任
主
査
）
蓮
沼
純
子
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

（
主
任
主
査
）
円
谷
輝
彦
教
育
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー

プ
（
主
任
主
査
）
木
野
内
巌
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
（
主
任
主
査
）
松
山
富
継
総
務
課
企
画
財
政
グ

ル
ー
プ
（
主
任
主
査
）
橋
間
亮
一
事
業
課
事
業
グ
ル

ー
プ
（
主
任
主
査
）
渡
辺
慎
一
事
業
課
産
業
グ
ル
ー

プ
（
主
任
主
査
）
佐
川
裕
貴
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル

ー
プ
（
主
任
主
査
）
菊
地
貴
男
住
民
福
祉
課
健
康
福

祉
グ
ル
ー
プ
（
主
任
主
査
）
小
玉
猶
敏
事
業
課
産
業

グ
ル
ー
プ
（
主
任
主
査
）
菊
地
勇
事
業
課
事
業
グ
ル

ー
プ
（
主
任
主
査
）
西
槙
健
一
事
業
課
産
業
グ
ル
ー

プ
（
主
査
）
石
井
誠
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
（
主
任

主
査
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）
嶋
村
一
志
住
民
福

祉
課
住
民
・
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
小
玉
真

由
美
住
民
福
祉
課
住
民
・
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
主

査
）
瀬
戸
隆
行
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ（
主
査
）

大
河
原
郷
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
半
澤
秀

典
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
野
木
久
美

子
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
坂
上
美
和
保
育

所
（
主
任
保
育
士
）
穂
積
英
樹
住
民
福
祉
課
住
民
・

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
深
谷
洋
子
総
務
課
総

務
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
宍
戸
智
子
幼
稚
園
（
主
任
教

諭
）
佐
々
木
文
恵
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
（
主

査
）
海
上
岬
住
民
福
祉
課
健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
（

主
任
保
健
師
）
菊
地
由
衣
住
民
福
祉
課
住
民
・
生
活

環
境
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
井
戸
沼
喜
和
子
住
民
福
祉

課
健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
主
査
）
嶋
村
美
恵
子
社

会
福
祉
協
議
会
（
出
向
）
緑
川
利
昭
長
野
県
下
條
村

（
研
修
）
大
森
満
民
間
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
技
術
開
発

株
式
会
社
）（
研
修
）

﹇
そ
の
他
﹈
國
分
理
恵
第
二
小
学
校
（
講
師
）

﹇
退
職
﹈
箭
内
憲
勝
（
参
事
兼
課
長
）
溝
井
邦
男
（

保
健
福
祉
課
参
事
兼
課
長
）
河
島
喜
代
子
（
児
童
館

館
長
）
中
野
目
忠
（
産
業
振
興
課
主
幹
）
荒
井
孝
祐

（
学
校
教
育
課
主
幹
）
木
野
内
サ
チ
子
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
）

＝＝＝＝＝ 平成26年４月１日付泉崎村役場人事異動　＝＝＝＝＝
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いずみの会が分散会を開催
村内でボランティア活動に取り

組む「いずみの会」は、このたび、
カントリーヴィレッジにおいて分散会を開き
ました。この分散会は、いずみの会が母体と
してきた県組織の解散に伴うもので、当時の
思い出や、今までの地域での活動を懐かしん
でいました。会では、来賓に招かれた久保木
村長、穂積教育長と懇談し、女性の社会参加
を促す取り組みや、女性リーダー養成の必要
性などについて理解を深めていました。

3

6

小学生バレーボール部員が活躍
小学生のバレーボール大会が田村総

合体育館で開催され、出場した泉崎チ
ームが見事優勝しました。チームメンバーは混合
で、スポーツ少年団に所属する須賀川1名、白河
大信１名、泉崎５名が、全９チームで熱戦を繰り
広げ、泉崎チームがその頂点に輝きました。

（投稿）兵藤登喜也

3

8

泉崎村消防団が消防庁長官表彰並びに総務大
臣感謝状受章　
小林成吉泉崎村消防団長は、２月に行われた全国

消防大会で受章した消防庁長官表彰並びに総務大臣感謝状の報
告に村長室を訪れました。この感謝状は、全国的に消防団員数
が減少する中で、消防団が去年導入した機能別消防団制度によ
る団員の増加に対して贈られました。

3

17

車椅子１台をケアハウスに贈呈
贈呈式は、小林茂校長はじめ室井夕樹教諭、

田崎ななみ生徒会副会長、代表委員が出席し、
同施設の白澤滋施設長に車椅子を手渡しました。施設長か
らは「昨年に続く寄贈でとても嬉しい。大切に使います。」
とお礼が述べられ、代表委員の堀越愛由里さんは「また来
年も寄贈できるよう、アルミ缶の回収に力を入れたい。」
と話しました。

3

18
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卒　業

思
い
出
を
胸
に
〜
ご
卒
園
ご
卒
業
お
め
で
と
う
〜

嬉
し
さ
と
寂
し
さ
が
交
差
す
る
春
。
村
内
の
各
教
育
機
関
で

は
、
思
い
で
深
い
卒
園
式
や
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

はじめて手にした満了証書。佐々木保育所
長から修了証書を手渡されると元気に「あり
がとうございます」とあいさつを返していま
した。満了を迎えた児童全員には、一人ひと
りの思い出がつまったアルバム「おもいで」
が贈られました。

第32回保育所満了式（3/15）
泉崎保育所　満了児28名

泉崎幼稚園　卒園児67名
第39回修了証書授与式（3/18）

卒業証書授与式（３/22）
泉崎一小　42名　　二小29名

泉崎中学校　生徒65名
第53回卒業証書授与式（3/13）

震災の影響で９年越しの卒業式となった卒業生。生
徒を代表して答辞を述べた山口熙彩さんは「仲間と過
ごした３年間を決して忘れない、みんなと出会えて本
当に良かった。」と熱い胸の内をメッセージに込めま
した。
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総合検診のすすめ

平成２６年度総合検診の概要　

検診の種類
特定健康診査（特定健診）、結核検診、肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、
前立腺がん検診等

■期　　間　　平成2６年5月２０日（火）～5月２４日（土）
■受付時間　　午前７時30分～午前１０時
■会　　場　　泉崎村保健福祉総合センター

月　日 対　象　地　区

5／2０（火） 宿舘・高根・太田川・踏瀬地区

5／2１（水） 堂ノ下・八丸・都橋山・富久保・谷地久保・入中地区

5／2２（木） 桎内・天王台・八雲地区

5／2３（金） 上町・下町・瀬知房・屠胴原地区

5／2４（土） 原・新田・山寺地区

※ 指定日に都合がつかない場合は、上記のいずれかの日に受診可。
※ 各日、対象地区はバス送迎有り（後日「バス運行表」を配布）。
※ 期間中に受診できない場合は、指定医療機関で実施する個別検診、または

11月22日（土）の集団検診を受けてください。

■検診の内容

その１【医療保険者が実施する特定健康診査（特定健診）の受け方】
対　象　者 国民健康保険に加入している40歳から74歳までの方

健 診 内 容 身体計測・尿検査・血圧測定・血液検査（肝機能、腎機能、脂質、血糖）医師の診察等

本人負担額 無料

持　参　物 受診券、健康保険証、受診録、尿

※国民健康保険被保険者以外の方：全国健康保険協会（協会けんぽ蕁024・523・3919）健康保険組
合などに加入の被扶養者の方は、村の総合検診で、医療保険者が交付する受診券と保険証を提示
すれば、本人負担額が無料で受診が可能。

集団検診の本人負担額
が無料になりました。

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び

健康だから大丈夫・・・という人も
少し心配かな・・・と感じている人も　健康・福祉グループ　蕁５４・１３３３
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その２【医療保険に関係なく受けられる検診】 平成27年３月31日までに該当年齢になる方

その３【19歳～39歳で健康診査（健診）を受診する機会がない方】

※ 過去2年間に受診した方には、受診録を配布します。それ以外の方で受診希望の方は健康・福祉グループま
で ご連絡ください。（蕁54・1333）

※ 受診券、受診録、採尿容器等は、各地区の保健協力委員の方が５月中旬頃配布します。

健診日時 集団検診（平成26年5月20日～5月24日）総合検診日程のとおり

健診項目 身体計測・尿検査・血圧測定・血液検査（肝機能、腎機能、脂質、血糖）

本人負担額 無料

申し込み先 健康・福祉グループ　蕁５４・１３３３

申込期間 平成26年5月15日（木）まで

検　診　名 内　　容 対　象　者 本人負担額 持参するもの

結核・肺がん検診 Ｘ線間接撮影 19歳以上 無料 受診録

胃 が ん 検 診 胃透視 30歳以上 無料 受診録

大 腸 が ん 検 診 便潜血反応検査 40歳以上 無料 受診録・採便容器

前立腺がん検診 血液検査（PSA検査） 50歳以上 無料 受診録

肝炎ウイルス検診
血液検査（Ｃ型・Ｂ型肝炎検査）
＊過去に検査を受けたことがない方
が対象

40･45･50･55･
60･65･70歳

無料 受診録

後期高齢者健康診査
身体計測・尿検査・血圧測定・血液
検査（肝機能検査・腎機能検査・脂
質検査・血糖検査）医師の診察等

75歳以上 無料
受診録
健康保険証

村は、県民健康管理調査（長期にわたる県民の健康の見守り）の一環として実施する健診を、県の委託を受けて
５月の総合検診で実施します。これまで健診を受診する機会のなかった対象者に健診を行い、生涯にわたり生活習
慣病の予防や疾病の早期発見に努めるものです。

〔対象者〕
・平成26年４月１日時点で泉崎村に住民登録のある方
・職場や学校などで健診を受ける機会がない方
・昭和50年４月１日から平成８年４月１日までに生まれた方

※労働安全法に基づく健康診断（定期健康診断等）、学校保健安全法第13条に
基づく児童生徒等の健康診断等、何らかの健診を受ける機会がない方

◇健診結果データは、県の県民健康データベース（県立医科大学に設置）に登録され、長期にわたる健康管理に活
用されます。受診には、「承諾書」が必要になりますが、健診当日に記入していただきます。なお、受診を希望
される場合には、申し込みが必要です。

〔受診方法〕
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２月の人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2014.2.1～2.28

一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん

1
小さいおうち

中島　京子著／文藝春秋
(2010年刊)

サイエンスコナン名探偵の不思議
青山　剛昌著／小学館

(2007年刊)

へんしんとびばこ
あきやま　ただし著／金の星社

(2007年刊)

2
海賊とよばれた男　上

百田　尚樹著／講談社
(2012年刊)

太陽の子　新装版
灰谷　健次郎著／理論社

(1996年刊)

かばんうりのガラゴ
島田　ゆか著／文渓堂

(1997年刊)

4
子宮を温め健康になる25の習慣

池下　育子著／新星出版社
(2013年刊)

運命のウエディングドレス
あんびる　やすこ著／岩崎書店

(2013年刊)

すてきな三にんぐみ　改訂版
トミー・アンゲラー著／偕成社

(2000年刊)

3
夏の果て

岡　康道著／小学館
(2013年刊)

心霊スポットへようこそDの幽霊
船　　　　山口　理著／いかだ社

(2013年刊)

くれよんのくろくん
なかや　みわ著／童心社

(2001年刊)

5
恋　歌

朝井　まかて著／講談社
(2013年刊)

かいけつゾロリのまほうのランプ～ッ
原　ゆたか著／ポプラ社

(2013年刊)

チクチクさんトゲトゲさん
すまいるママ著／PHP研究所

(2011年刊)

泉崎図書館
蕁５３・４７７９

Part  1図書館のいずみ
梅宮祥子さん　一之輔

いちのすけ

くん（６歳） 佑之輔
ゆうのすけ

くん（１歳） ・・・・　字新宿

『図書館から』お知らせ
●開館時間　10：00～18：00 ●貸出期間　１人５冊まで・２週間
最近、「アンネの日記破損事件」などで図書館が何かと話題になって
います。図書館の資料は、みなさんの大切な共有物です。ご利用の際
は、水濡れや破損などにお気をつけください。

都内公立図書館や書店で「アンネ
の日記」や関連書籍が300冊以上
破られた事件で器物損壊容疑など
で男が逮捕された。

泉
崎
図
書
館
が
で
き
る
前
は
、

中
央
公
民
館
図
書
室
を
利
用
し

て
い
た
梅
宮
さ
ん
。
長
男
の
一

之
輔
く
ん
は
、
泉
崎
図
書
館
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
ど
い
く
ん
」

の
名
付
け
親
で
も
あ
り
ま
す
。

近
隣
の
図
書
館
も
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
泉
崎
図
書
館
は
、

館
内
の
装
飾
が
季
節
ご
と
に
変

わ
っ
て
い
た
り
、
え
ほ
ん
の
並

び
方
が
「
作
者
別
」
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
同
じ
著
者
の
他
の

作
品
も
探
し
や
す
く
、
休
日
な

ど
遠
出
を
し
な
く
て
も
近
場
の

図
書
館
で
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん

で
過
ご
す
事
が
で
き
る
の
で
重

宝
し
て
い
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん

が
本
を
読
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、

弟
の
佑
之
輔
く
ん
も
本
に
夢
中

に
な
っ
て
過
ご
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
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お問い合わせ：電話 53・2415 事務　澤田・鈴木まで

※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。（予約制）
※菅野先生の診療については直接診療所事務課までお問い合わせください。

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成26年４月

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

小児科・内科 三　浦
内科・外科

総合南東北病院医師
心臓血管外科

休
　
　
　
診

※菅　野
内科・胃腸内科

小　林
整形外科・内科

胃腸内科
第1・3土曜日
［胃カメラ］

小林奈美江
眼科

緑　川
4/7第一月曜日午後

午　後

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

小児科・内科 三　浦
内科・外科

小　林
第2・4・5土曜日

小　林
整形外科・内科

認知症について
人は、「物忘れ」をすると忘れた内容を思い出そうとするものです。
認知症は症状が進行するにつれて、忘れた時の出来事や会話したこと自体忘れるようになっていきます。
その忘れた経験自体が本人にとって無かった事になるので思い出そうとする行動にも結びつかなくなっていきます。

４月の泉崎南東北公開講座は…
◆日　時：平成26年４月12日（土） 入場無料!!

開場　13:30～　　開演　14:00～15:30
◆会　場：泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
◆演　題：「認知症について」

講師　総合南東北病院　理事長・総長　渡邉一夫先生

泉崎南東北診療所　蕁５３・２４１５

・月曜日の眼科診療は午前中のみとなります。目の病気についてお困りのことがありましたら眼科をご利用ください。
・火曜日は整形外科の専門である小林先生になります。腰痛や膝痛などで、お困りの方は一度ご来院ください。

認知症チェックリスト
□同じ事を繰り返し話したり、聞いたりする。
□通い慣れた道で迷った事がある。
□日付や曜日がわからなくなった。
□自宅の住所、電話番号がわからなくなった。
□親しい人の顔や名前がわからなくなった。

□今日食べたものを覚えていない。
□探し物、物忘れが多くなった。
□怒りっぽくなった。
□簡単な計算が出来なくなり、ミスが多くなった。
□理由もなく日課をしなくなった。

※これらのチェックはあくまでも目安となりますのでおかしいと感じたら、早めに専門医の診断を受ける事をお勧めいたします。

当診療所は日曜・祝日ならびに17：00以降
の夜間の診療は行っておりませんので、ご注
意ください。なお、日曜・祝日・年末年始の
休日の当番医は0248-23-9909（しらかわ情報
センター）で確認いただけます。
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印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030

相
　
談

Information

◇
相
談
員

村
民
生
委
員

溝
井
　
文
男

深
谷
ゆ
き
江

◇
問
　
村
社
会
福
祉
協
議
会

蕁
５
４
・
１
５
５
５

無
料
調
停
相
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　

白
河
調
停
協
会
で
は
、
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
の
調
停
に
関
す
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は

不
要
で
す
。

◇
日
時
　
５
月
23
日
（金）

10
時
〜
16
時

◇
会
場

白
河
市
中
央
公
民
館

（
天
神
町
）

◇
内
容

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
離
婚
・

相
続
・
土
地
や
建
物
・
金
銭
等
を

め
ぐ
る
問
題
な
ど

◇
問

白
河
調
停
協
会

蕁
２
２
・
５
５
５
５

司
法
書
士
に
よ
る
相
談
　
　
　

白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、

相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額

の
裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る

法
律
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時

５
月
１
日
（木）

17
時
〜
20
時

◇
会
場

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

（
白
河
市
本
町
）

◇
連
絡
先

司
法
書
士
（
伊
藤
）

蕁
２
１
・
８
０
０
３

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

（
育
児
ク
ラ
ブ
）
案
内

※
予
約
不
要
・
入
場
無
料

◇
主
催

公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の
募
集
　
　
　
　

一
般
大
卒
者
（
予
定
者
含
む
）

を
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
と
し
て

採
用
す
る
も
の
で
す
。

◇
受
験
資
格

22
歳
以
上
26
歳
未

満◇
受
付

４
月
25
日
（金）
ま
で

◇
試
験
日

５
月
10
日
（土）

◇
問

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本

部
　
白
河
地
域
事
務
所
　

蕁
２
４
・
０
３
７
２

Ｐ
Ｍ
2.5
情
報
閲
覧
サ
イ
ト
公
開

日
本
気
象
協
会
は
、
Ｐ
Ｍ
2.5
（

微
小
粒
子
状
物
質
）
の
濃
度
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
地
区
を
限
定
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
更
な
る
関
心
の
高
ま
り

を
受
け
て
、
12
時
間
先
ま
で
の
予

測
を
、
５
段
階
に
分
け
て
都
道
府

県
ご
と
に
確
認
で
き
る
新
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

http://guide.tenki.jp/guide/p
articulate_m

atter/

（
日
本
気
象
協
会
Ｈ
Ｐ
）

復
興
庁
住
ま
い
の

復
興
給
付
金
制
度
紹
介
　

４
月
１
日
よ
り
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
住
宅
所
有

者
が
、
引
上
げ
後
の
消
費
税
率
が

適
用
さ
れ
る
期
間
に
新
た
に
住
宅

お
子
さ
ん
の
健
全
な
発
育
の
一

助
と
し
て
、
泉
崎
村
で
は
な
か
よ

し
ク
ラ
ブ
（
育
児
ク
ラ
ブ
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
友
達

が
欲
し
い
、
親
同
士
友
達
に
な
り

た
い
、
育
児
の
相
談
が
し
た
い
な

ど
、
身
近
で
楽
し
い
親
子
の
交
流

の
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
保
健

師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問

蕁
５
４
・
１
３
３
３

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
　
　

平
成
26
年
度
の
危
険
物
取
扱
者

試
験
の
試
験
受
付
が
４
月
20
日
（日）

に
開
始
さ
れ
、
６
月
21
日
（土）
、
白

河
実
業
高
校
に
お
い
て
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。
白
河
消
防
本
部
で
は
、

準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日

５
月
27
日
（火）
28
日
（水）

◇
問

白
河
消
防
本
部
　
予
防
課
　

小
学
生
〜
高
校
生

夏
休
み
海
外
国
際
交
流

夏
休
み
期
間
中
に
実
施
さ
れ
る

国
際
交
流
事
業
（
相
互
交
流
・
英

語
研
修
・
生
活
体
験
・
自
然
体
験
）

の
参
加
者
募
集
に
あ
た
り
、
事
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
派
遣
先

米
国
・
英
国
・
豪
州

・
セ
ブ
・
フ
ィ
ジ
ー
・
サ
イ
パ
ン

◇
対
象

小
学
３
年
〜
高
校
生

◇
説
明
会

福
島
テ
ル
サ

（
福
島
市
）

５
月
10
日
（土）

13
時
30
分
〜

行
政
相
談
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た

「
行
政
相
談
委
員
」
が
、
国
・
県

・
村
の
業
務
な
ど
に
関
す
る
苦
情

や
要
望
、
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

◇
日
時

４
月
12
日
（土）

10
時
〜
正
午

◇
会
場

保
健
福
祉
総
合セ

ン
タ
ー

◇
相
談
委
員
　
木
村
　
全
孝

◇
問

役
場
総
務
課

蕁
５
３
・
２
１
１
１

こ
こ
ろ
の
相
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、
又

は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。

◇
日
時

４
月
16
日
（水）

14
時
〜
16
時

◇
会
場

保
健
福
祉
総
合セ

ン
タ
ー

◇
問

健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

蕁
５
４
・
１
３
３
３

心
配
ご
と
相
談
所
　
　
　
　
　
　
　
　

心
配
ご
と
や
、
生
活
全
般
に
関

す
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

◇
日
時

４
月
12
日
（土）

10
時
〜
正
午

◇
会
場

保
健
福
祉
総
合セ

ン
タ
ー

募
　
集

案
　
内

広報
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工事なんでも御相談ください（見積もり無料） 

◆
作
り
か
た

①
野
菜
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、

ツ
ナ
、
ベ
ー
コ
ン
を
フ
ラ

イ
パ
ン
で
炒
め
る
。

②
①
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
焼
肉

の
た
れ
で
味
付
け
し
、
器

に
入
れ
て
お
く
。

③
ご
は
ん
と
た
ま
ご
を
混
ぜ

合
わ
せ
、
め
ん
つ
ゆ
で
味

付
け
す
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
、

③
を
入
れ
、
片
面
こ
げ
目

が
つ
く
ま
で
焼
く
。

⑤
裏
返
し
に
し
、
器
に
入
れ

て
お
い
た
具
を
の
せ
る
。

⑥
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
を
の
せ
、

蓋
を
し
、
蒸
し
焼
き
に
す

る
。

⑦
チ
ー
ズ
が
と
け
た
ら
皿
に

盛
り
付
け
、
も
み
の
り
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
。

★★★★★★★「わが家のアイデア料理コンクール」入賞作品レシピ★★★★★★★

白河農協泉崎支所長賞「雑穀ごはんピザ」 早坂澄枝さん

材　料　雑穀ごはん…400ｇ、たまご…２個、めんつゆ…適量、バター、カラーピーマン…各１／４、
マッシュルーム…20ｇ、ツナ…40ｇ、ベーコンスライス…２枚、ケチャップ…25ｇ、
焼肉のたれ…25ｇ、とろけるチーズ…80ｇ、もみのり…適量

蕁
０
２
４
・
５
２
４
・
２
２
２
５

県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
案
内
　
　

認
知
症
の
症
状
と
接
し
方
、
医

療
機
関
の
受
診
、
介
護
保
険
の
利

用
、
本
人
や
家
族
の
心
身
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
認
知
症
介
護
経

験
の
あ
る
相
談
員
が
電
話
又
は
面

接
に
よ
る
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。
（
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
）

蕁
０
２
４
・
５
２
２
・
１
１
２
２

銃
砲
刀
剣
登
録
を
忘
れ
ず
に

未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見

し
た
と
き
は
、
ま
ず
最
寄
り
の
警

察
署
に
発
見
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
発
見
届
が
済
む
と
、
県
教

育
委
員
会（
県
教
育
庁
文
化
財
課
）

か
ら
発
見
届
出
者
に
登
録
審
査
会

の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
登
録
審
査

会
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速

や
か
に
登
録
審
査
会
で
審
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

◇
注
意

登
録
、
所
有
者
変
更
、

再
交
付
申
請
等
の
手
続
き
を
怠
る

と
、
不
法
所
持
に
な
り
罰
則
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◇
問

県
文
化
財
課

蕁
０
２
４
・
５
２
１
・
７
７
８
７
　

を
建
築
・
購
入
し
、
ま
た
は
、
被

災
住
宅
を
補
修
し
、
そ
の
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
場
合
に
、
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◇
対
象
者

※
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
方

①
建
築
・
購
入
（
・
被
災
住
宅
を

所
有
す
る
方
・
再
取
得
住
宅
を
所

有
す
る
方
・
再
取
得
住
宅
に
居
住

す
る
方
）

②
補
修
（
被
災
住
宅
を
所
有
す
る

方
・
被
災
住
宅
の
補
修
工
事
を
発

注
し
た
方
・
補
修
し
た
被
災
住
宅

に
居
住
す
る
方
）

◇
対
象
住
宅

消
費
税
率
が
、
８

％
ま
た
は
、
10
％
に
な
っ
た
期
間

に
建
築
し
た
新
築
住
宅
・
購
入
し

た
中
古
住
宅
・
補
修
し
た
被
災
住

宅
補
修
し
た
被
災
住
宅
の
場
合
は
、

補
修
工
事
の
金
額
が
、
１
０
０
万

円
以
上

◇
問

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事

務
局

蕁
０
５
７
０
・
２
０
０
・
２
４
６

県
高
齢
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
案
内

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
て

い
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相

談
を
電
話
、
面
接
、
手
紙
又
は
メ

ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
専
門
家
に
よ
る
法
律
、
年
金

・
保
険
、
精
勤
に
関
す
る
相
談
も

あ
り
ま
す
。

（
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
通
話
料
は
相
談
者
負
担
、

専
門
家
に
よ
る
相
談
は
要
予
約
。
）
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※急患のための制度です。［診療時間　９時～17時］月の休日当番医
変更等もありますので必ず電話で確認してから受診してください。
４

4/10
（木）

入園式
■資源ごみ・粗大ごみ戸別収集

17
（木）

６・７か月児健康相談

11
（金）

■可燃ごみ・不燃ごみ

16
（水）

なかよしクラブ
■資源ごみ

18
（金）

■可燃ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）
行政相談所
心配ごと相談
第18回チルドレンカップ争奪児
童ソフトボール大会
泉崎南東北公開講座

休日窓口開庁（役場・社協）
第１回村内統一クリーンアップ
作戦

14
（月）

15
（火）

■可燃ごみ

24
（木）

なかよしクラブ（自由参加日）

休日窓口開庁（役場・社協）
第32回体育協会長杯ソフトボー
ル大会

28
（月）

避難訓練

22
（火）

■可燃ごみ

25
（金）

■不燃ごみ・可燃ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）

23
（水）

1歳6か月児健診（フッ素塗布）
■資源ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）
第11回いずみざき桜ウォーク
土曜登録児受け入れ

２
（金）

■可燃ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）
こどもの日

休日窓口開庁（役場・社協）
休肝日
昭和の日

休日窓口開庁（役場・社協）
振替休日

休日窓口開庁（役場・社協）
憲法記念日

８
（木）
9
（金）

■可燃ごみ
休肝日

休日窓口開庁（役場・社協）
みどりの日

７
（水）

■資源ごみ・粗大ごみ戸別収集

★④月の月間・週間何だろう★
・未成年者飲酒防止強調月間（1日～30日）
・みどりの月間（15日～5月14日）
・春の全国交通安全運動（～15日）
・子ども読書の日（23日）
・食育の日（19日）

今 月 の 行 事 　 4 月

保 公 幼 診 資 児 育 一 二

21
（月）

5/1
（木）

休日窓口開庁（役場・社協）

30
（水）

■資源ごみ

保
保

幼

保

保

保

保

児

児

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
蕁42・2040（矢吹町大久保）

田 口 医 院
蕁24・1111（郭内）

ま る や ま 歯 科 医 院
蕁23・9146（関辺）１３日

わたなべ子どもクリニック
蕁21・2166（老久保）

千 葉 医 院
蕁24・2080（外薄葉）

水 野 谷 歯 科 医 院
蕁52・3933（中島村滑津）

お か ざ き ク リ ニ ッ ク
蕁23・2551（新白河）

つかはら内科クリニック
蕁24・1011（郭内）

三 森 歯 科 医 院
蕁23・2401（愛宕町）２７日

■小児科　　　　　　　　　　　 ■内科・外科　　　　　　　　　 ■歯科

関 　 医 　 院
蕁23・3003（横町）

南湖こころのクリニック
蕁23・4401（関辺）

本 柳 歯 科 医 院
蕁53・5030（泉崎村八丸）２９火

岡 小 児 科 内 科 医 院
蕁23・7811（結城）

白 河 病 院
蕁23・2700（六反山）

山 本 歯 科 医 院
蕁24・2888（昭和町）３土

２０日

白 河 厚 生 総 合 病 院
蕁22・2211（豊地）

会 田 病 院
蕁42・2121（矢吹町本町）

よ し な り 歯 科 医 院
蕁24・3020（天神町）４日

白 河 厚 生 総 合 病 院
蕁22・2211（豊地）

会 田 病 院
蕁42・2121（矢吹町本町）

白 河 歯 科 ク リ ニ ッ ク
蕁22・7133（会津町）５月

白 河 厚 生 総 合 病 院
蕁22・2211（豊地）

ニ ュ ー ロ ク リ ニ ッ ク
蕁24・4111（西郷村下前田東）

和 田 歯 科 医 院
蕁44・4180（矢吹町曙町）６火

4/

5/

春の陽光に誘われて、行楽地へと外出したくなる季節。しか

し、低気圧が急速発達して「メイストーム」と呼ばれる台風並

みの暴風や猛吹雪が発生しやすい季節でもあり

ます。特に天気の急な崩れが予想されるときに

は外出を控えて暴風に備えるなど、台風と同じ

警戒が必要です。

暮らしの情報　　春の嵐「メイストーム」

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.５.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ４ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.５.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ４ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.５.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ４

毎
年
、
ツ
バ
メ
の
つ
が
い
が

役
場
の
屋
根
下
に
巣
を
つ
く
り

ま
す
。
ツ
バ
メ
は
、
越
冬
地
か

ら
数
千
キ
ロ
の
海
を
渡
り
こ
こ

ま
で
飛
ん
で
く
る
の
だ
そ
う
で
、

「
南
の
国
で
の
ん
び
り
し
て
い

れ
ば
い
い
も
の
を
」
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
そ
こ
は
ツ
バ
メ

な
り
の
事
情
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
ツ
バ
メ
が
雛
を
育
て

る
た
め
、
家
族
の
た
め
に
忙
し

そ
う
に
飛
び
回
る
様
子
を
見
て

い
る
と
、
夫
婦
円
満
や
家
庭
円

満
の
象
徴
と
言
わ
れ
る
の
も
納

得
で
す
。

暦
で
４
月
５
日
頃
を
清
明
と

言
い
ま
す
が
、
言
葉
ど
お
り
す

べ
て
が
明
る
く
清
々
し
い
春
の

様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。
泉
崎

で
春
と
言
え
ば
恒
例
桜
ウ
ォ
ー

ク
。
私
も
毎
年
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

春
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
の
で
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

軈
い
ず
み
次
郎
軋
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昔、踏瀬部落が、二本栗や宮ノ前から現在の踏瀬

に移住した当時のことであった。この部落にオチヨ

とオミヨと言う仲の良い二人の女の子がいた。いつ

も二人は子どもを背負って、子守をしているのが常

であった。この部落には、二本栗や天公沢より流れ

てきた川と、部落の東の俗にヤジマナコ（池のこと）

と言われる谷地の水を集めて流れる川とがある。こ

の二つの川が合流したところが深い渕となってい

た。渕は深々と不気味に渦を巻いていた。

ある春先のこと、暖かさのために雪融け水が一度

にどっと流れ出したので、赤土色をした川の水が、

ごうごうと音をたてて流れていた。仲良しのオチヨ

とオミヨの二人は、天気もよいので、かごをさげ子

どもをいつものように背負ってふきのとうやツクシ

ンボウを採っていた。

川の渕の上の土手は、陽当たりが良いので特に沢

山出ていた。オミヨは夢中で採っているうちに、足

をすべらせて深い渕の中に落ちてしまった。「助け

てぇ。」と言う悲鳴を聞いた友達のオチヨは、前後

の見境もなく、オミヨを助けようとして、自分もこ

の渕に飛び込んでしまった。オチヨもオミヨも子ど

もを背負っていて、自由がきかないので、どうする

こともできずに二人は抱きあったまま溺れて死んで

しまった。

このようにオチヨとオ

ミヨは　二人とも子ども

を背負っていたので、こ

のことがあってからは誰

いうともなく、この川を

「二背川」と言うようにな

った。

村内を流れるニ背川。悲しい出来事
からその名がつけられたとか・・・

話者　五十嵐源太郎　 ［ゆかりの地：踏瀬］

－第６話－

基準日 村 の 人 口（人）
世帯数
（戸）

３月１日
現　　在

男 3,236
6,621 2,019

女 3,385

２月１日
現　　在

男 3,239
6,625 2,018

女 3,386

こ
ち
ら

戸
籍
窓
口

●
お
め
で
た

●
お
悔
や
み

お
子
さ
ま
の
名
前
　
父
・
母
氏
名

箭
内
　
杏
望
あ

み

ち
ゃ
ん

智
憲
さ
ん
・
睦
実
さ
ん

吉
田
　
和
子
さ
ん
（
85
歳
）

本
柳
百
合
子
さ
ん
（
89
歳
）

和
泉
　
祐
子
さ
ん
（
50
歳
）

田
　
　
タ
カ
さ
ん
（
98
歳
）

箭
内
　
　
優
さ
ん
（
84
歳
）

鈴
木
　
義
明
さ
ん
（
85
歳
）

西
巻
　
　
勝
さ
ん
（
74
歳
）

箭
内
　
キ
ヨ
さ
ん
（
102
歳
）

穂
積
　
キ
ヨ
さ
ん
（
87
歳
）

＝
編
　
集
　
後
　
記
＝

二背川の由来
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「
泉
崎
で
の
子
育
て
」

泉
崎
に
住
ん
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
に
長
男
が

年
中
よ
り
幼
稚
園
に
入
園
し
、
今
年
は
長
女
の
入
園
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
達
は
、
最
近
少
し
ず
つ
カ
タ
カ
ナ
が
読
め

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
自
分
の
名
前
を
書
い
た
り
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
絵
本
を
借
り
て
く

る
の
で
、
家
族
皆
が
読
ん
で
あ
げ
て
い
ま
す
。
本
に
ふ
れ
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
私
に
は
、
こ
の
こ
と
が
い
い
刺

激
に
な
り
図
書
館
か
ら
本
を
借
り
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
達
も
一
緒
に
借
り
て
読
ん
だ
り
、
見
た
り

す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
自
分
で
本
を
読
む
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
日
が
来
る
こ
と
を
楽

し
み
に
、
沢
山
の
本
を
子
ど
も
達
に
読
ん
で
聞
か
せ
た
り
、

た
ま
に
は
自
分
自
身
も
読
書
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
軈
三
本
木
長
重
さ
ん
軋
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

廣澤　愛さん
（字八雲神社）

泉

崎

俳

句

会

生
き
も
の
の
足
跡
つ
け
て
木
の
根
開
く
　
　
堯
　
子

一
斉
に
開
く
句
帳
や
黄
水
仙
　
　
　
　
　
　
　
々

古
草
を
繭
と
し
妖
怪
眠
り
を
り
　
　
　
　
　
潤
　
子

雲
の
角
と
れ
て
山
々
笑
ひ
出
す
　
　
　
　
　
　
々

掴
む
も
の
な
ん
に
も
な
く
て
春
の
土
手
　
　
栄
　
子

紅
梅
の
ひ
と
つ
開
い
て
と
て
ち
り
ち
ん
　
　
　
々

ク
レ
ソ
ン
の
水
や
は
ら
か
に
光
あ
ふ
　
　
　
く
　
に

辛
夷
の
芽
足
裏
に
や
さ
し
山
の
径
　
　
　
　
　
々

分
け
入
れ
ば
く
す
く
す
山
の
笑
ひ
声
　
　
　
圭
　
子

ま
ん
さ
く
や
斜
め
に
登
る
急
な
山
　
　
　
　
　
々

も
う
春
の
来
た
り
と
小
石
つ
ぶ
や
き
ぬ
　
　
政
　
夫

早
春
の
四
肢
投
げ
だ
せ
り
駅
の
椅
子
　
　
　
　
々

窓
あ
け
て
残
雪
に
刺
す
一
升
瓶
　
　
　
　
　
純
　
子

鶏
鳴
く
や
庭
に
咲
き
だ
す
黄
水
仙
　
　
　
　
　
々

初
蝶
の
目
指
す
も
の
あ
り
力
充
つ
　
　
　
　
光
　
徳

紅
梅
や
夜
の
列
島
の
眩
し
か
り
　
　
　
　
　
　
々

大
空
の
青
吸
ひ
尽
し
犬
ふ
ぐ
り
　
　
　
　
　
和
　
子

近
づ
け
ば
語
り
か
け
く
る
黄
水
仙
　
　
　
　
　
々

天
気
図
の
縦
縞
模
様
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
ま
つ
え

近
づ
け
て
鏡
く
も
ら
す
春
の
風
　
　
　
　
　
　
々

林
泉
の
冬
流
水
は
藍
つ
よ
め
つ
ゝ
　
　
　
　
光
　
郎

む
づ
む
づ
と
三
椏
の
花
ほ
こ
ろ
び
ぬ
　
　
　
　
々

揺
る
る
た
び
色
の
解
け
る
金
縷
梅
　
　
　
　
直
　
子

一
心
に
穴
掘
る
鴉
木
の
芽
風
　
　
　
　
　
　
　
々

鑑
賞
句

い
さ
か
ひ
も
む
つ
む
も
子
猫
弾
き
あ
ひ
　
小
原
啄
葉

子
猫
の
か
わ
い
ら
し
さ
が
出
て
い
ま
す
。
食
べ
物

を
奪
い
あ
っ
た
り
、
仲
良
く
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
る
様

子
を
弾
き
あ
ひ
と
表
現
し
ま
し
た
。
猫
好
き
は
笑
顔

に
な
り
ま
す
ね
。
季
語
は
﹁
子
猫
﹂
︵
春
︶
で
す
。

五
十
嵐
直
子

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
や
絵
画
な
ど

を
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
発
行
・
編
集
元
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。


